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毎
年
恒
例
の
大
学
院
公
開

講
座
が
11
月
10
日
か
ら
12
月

１
日
ま
で
、
神
田
キ
ャ
ン
パ

ス
で
開
講
さ
れ
た
。
今
年
度

は
「
経
済
学
ア
ラ
カ
ル
ト
｜

経
済
学
で
読
み
解
く
経
済
問

題
｜
」
を
テ
ー
マ
に
全
４
回

の
講
義
が
行
わ
れ
、
毎
回
多

く
の
聴
講
者
が
来
場
し
た
。

講
師
は
経
済
学
研
究
科
と
経

済
学
部
の
４
教
員
が
担
当

し
、
日
本
経
済
、
イ
ン
ド
経

　
再
審
請
求
中
の
刑
事
事
件

を
中
心
に
、
関
係
者
や
当
事

者
が
報
告
す
る
講
演
会
「
冤え

ん

罪ざ
い

と
再
審
の
現
在
」（
主
催

・
今
村
法
律
研
究
室

内
藤

光
博
室
長
）
が
、
12
月
８

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
参
加
者
は
冤
罪
の

な
い
社
会
を
訴
え
た
。

　「
狭
山
事
件
」
の
石
川
一

雄
さ
ん
、「
袴
田
事
件
」
の

弁
護
士
で
あ
る
加
藤
秀
典
さ

ん
、
再
審
無
罪
を
勝
ち
取
っ

た
「
布
川
事
件
」
の
桜
井
昌

司
さ
ん
が
講
演
し
た
。
ま

た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
監
督
の
金キ

ム

聖ソ
ン

雄ウ
ン

さ
ん
が
、

最
新
作
『
獄
友
（
ご
く
と

も
）』
を
紹
介
し
た
。

　
１
９
６
３
年
、
埼
玉
県
の

女
子
高
生
殺
害
事
件
で
逮
捕

さ
れ
た
石
川
さ
ん
は
、
77
年

に
無
期
懲
役
が
確
定
（
94
年

仮
釈
放
）
し
、
第
３
次
再
審

請
求
中
。
石
川
さ
ん
は
、
自

白
を
迫
ら
れ
た
経
緯
を
説
明

し
た
。「
貧
し
く
て
満
足
に

教
育
が
受
け
ら
れ
ず
、
逮
捕

当
時
ほ
と
ん
ど
読
み
書
き
が

で
き
な
か
っ
た
。
無
学
無
知

で
あ
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ

訃　
　

報

森
克
美
氏
（
も
り
・
か
つ

み
）
名
誉
教
授
。
元
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
情
報
学
部
教
授
。

　
６
月
４
日
、
79
歳
で
死

去
。
１
９
７
０
年
か
ら
２
０

０
６
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

情
報
科
学
。

岡
祐
記
氏
（
お
か
・
ゆ
う

き
）
元
経
営
学
部
教
授
。

　
11
月
19
日
、
87
歳
で
死

去
。
１
９
８
３
年
か
ら
２
０

０
１
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
。

並木　信明
文学部教授

１月10日（水）
９時～

生田ラーニング
シアター２０１教室

吉田　治弘
法学部教授

１月11日（木）
10時45分～

神田１０２教室

宇都　榮子
人間科学部教授

１月15日（月）
10時45分～

生田４２０教室

綿貫　理明
ネットワーク
情報学部教授

１月27日（土）
14時～

生田ラーニング
シアター２０１教室

　本年度末で15教員が定年退職されます。最

終講義を行うのは次の方々です。どなたでも

受講できます。卒業生もご参加ください。

（12月14日現在）
最終講義のご案内

　
成
岡
浩
一
商
学
部
教
授

（
経
営
分
析
論
）
の
論
文

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
将
来

業
績
お
よ
び
企
業
価
値
の
関

係
｜
特
許
・
意
匠
引
用
情
報

を
用
い
た
分
析
｜
」
が
、
12

月
３
日
、
東
京
・
明
治
大
学

で
開
催
さ
れ
た
日
本
経
営
分

析
学
会
で
学
会
賞
（
論
文
の

部
）
を
受
賞
し
た
。

日
本
経
営
分
析

学
会
賞
を
受
賞

商
・
成
岡
教
授

左
か
ら
桜
井
さ
ん
、石
川
さ

ん
、金
監
督
、加
藤
弁
護
士

る
」
と
話
し
た
。
そ
の
後
、

獄
中
で
刑
務
官
か
ら
漢
字
を

教
え
ら
れ
た
こ
と
を
明
か

し
、「
一
日
も
早
く
無
罪
を

勝
ち
取
り
た
い
」と
語
っ
た
。

　
66
年
、
静
岡
県
で
一
家
４

人
が
殺
害
さ
れ
た
「
袴
田
事

件
」
。
逮
捕
さ
れ
た
袴
田
巖

さ
ん
は
死
刑
確
定
後
、
第
２

次
再
審
請
求
に
よ
り
14
年
に

再
審
開
始
や
釈
放
が
決
定
し

た
。
検
察
側
が
不
服
と
し
て

現
在
、
東
京
高
裁
で
審
理
が

続
く
。加
藤
弁
護
士
は「
弁
護

側
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
の

手
法
の
是
非
が
焦
点
に
な
っ

て
い
る
」
と
一
連
の
経
過
と

今
後
の
見
通
し
を
語
っ
た
。

　
狭
山
事
件
、
袴
田
事
件
な

ど
冤
罪
を
テ
ー
マ
に
撮
り
続

け
る
金
監
督
は
、
作
品
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
狭
山
事
件
の
石
川
さ
ん
と

早
智
子
夫
人
と
知
り
合
い

「
勇
ま
し
い
印
象
が
強
か
っ

た
お
二
人
は
、
実
は
お
も
ろ

い
夫
婦
だ
。
事
件
の
不
可
解

さ
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
普

通
の
日
常
を
取
り
戻
そ
う
と

　
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究

所
（
宮
嵜
晃
臣
所
長
）、
経

営
研
究
所
（
廣
石
忠
司
所

長
）
と
国
際
交
流
協
定
校
の

檀
国
大
学
（
代
表
・
任
上
爀

教
授
）
と
の
合
同
研
究
会
が

11
月
11
日
、
韓
国
龍ヨ

ン

仁イ
ン

市
の

檀
国
大
学
竹

チ
ュ
ク

田
チ
ョ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

　
10
回
目
を
迎
え
た
合
同
研

究
会
。
今
回
の
総
合
テ
ー
マ

は
「
韓
日
の
質
的
成
長
の
た

め
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
」。

　
社
研
か
ら
池
本
正
純
参

与
（
名
誉
教
授
）、
宮
嵜
所

長
、
遠
山
浩
所
員
（
以
上
経

済
学
部
教
授
）、
経
営
研
か

ら
廣
石
所
長
、
金キ

ム

成ソ
ン

洙ス

所
員

（
以
上
経
営
学
部
教
授
）
が

参
加
。

　
池
本
参
与
が
「
企
業
家
精

神
の
時
代
」
を
、
遠
山
所
員

が
「
新
た
な
日
韓
オ
ー
プ
ン

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
期

待
｜
産
業
集
積
の
広
域
化
か

ら
の
考
察
｜
」
を
テ
ー
マ
に

研
究
報
告
を
行
っ
た
。

　
合
同
研
究
会
は
研
究
者
間

の
積
極
的
な
交
流
を
目
指

し
、
２
０
０
８
年
に
本
学
社

研
と
檀
国
大
学
経
営
学
部
の

教
員
が
中
心
と
な
り
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
本
学
経
営
研

も
開
催
運
営
に
加
わ
り
、
両

校
が
毎
年
交
互
に
ホ
ス
ト
を

務
め
て
い
る
。

　
今
年
は
10
周
年
に
あ
た

り
、
合
同
研
究
会
に
先
立
ち

記
念
楯
の
交
換
が
行
わ
れ
た

写
真
。
今
後
も
活
発
な
交

流
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
合
っ
た
。

韓国で10回目の合同研究会
社会科学研究所、経営研究所、檀国大

ど
比
喩
的
資
料
（
メ
タ
フ
ァ

ー
）
を
用
い
た
講
義
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
学
生
の

理
解
を
深
め
、
実
践
可
能
性

を
広
げ
る
手
法
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

　
同
会
議
は
毎
年
春
と
秋
の

年
２
回
開
催
さ
れ
る
。
教
育

の
理
論
と
実
践
の
促
進
を
目

的
と
し
て
お
り
、
81
カ
国
か

ら
論
文
な
ど
３
８
１
件
の
応

募
が
あ
っ
た
。

ce 
on 
Education

Ｉ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
）
でExtended Abstr

act

部
門
の
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
。

　
報
告
タ
イ
ト
ル
は
「
経
営

学
教
育
に
お
け
る
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
と
メ
タ
フ
ァ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
手
法
の
提
案
」。

就
労
経
験
の
少
な
い
学
生
が

経
営
学
の
知
識
を
理
解
し
、

実
践
で
応
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
。
経
営
学
の
理

論
を
疑
似
的
に
体
験
す
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
る
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
と
、
映
像
資
料
な

　
経
営
学
部
の
間
嶋
崇
教

授
、
橋
田
洋
一
郎
教
授
、
青

木
章
通
教
授
、
植
竹
朋
文
教

授
の
報
告
が
10
月
23
日
か
ら

26
日
ま
で
、
ダ
ブ
リ
ン
で
開

催
さ
れ
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

教
育
国
際
会
議
（Ireland 

International Conferen

教
育
国
際
会
議
で
最
優
秀
賞

経
営
学
部
４
教
授 

講
義
手
法
を
報
告

に
わ
た
っ
た
が
、
聞
い
て
い

て
論
点
が
整
理
さ
れ
た
の
で

は
」
と
話
し
た
。

　
講
演
後
は
質
疑
応
答
が
行

わ
れ
、「
今
後
の
景
気
動
向

を
占
う
の
に
役
に
立
つ
指
標

は
」
と
の
聴
講
者
か
ら
の
問

い
か
け
に
、
湯
元
客
員
教
授

は
「
日
本
の
人
口
は
減
少
し

て
い
る
が
世
帯
数
は
増
え
て

い
る
。
中
長
期
的
な
動
向
を

知
る
に
は
世
帯
数
を
把
握
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
ヒ
ン
ト

を
伝
え
た
。

　
各
回
の
講
師
と
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
。

【
第
２
回
】
内
川
秀
二
教
授

「
イ
ン
ド
経
済
｜
人
口
12
億

の
経
済
の
行
方
｜
」

【
第
３
回
】
鈴
木
将
覚
教
授

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
税

制
｜
法
人
税
か
ら
消
費
税
へ

｜
」

【
第
４
回
】
中
村
吉
明
教
授

「
岐
路
に
立
つ
日
本
の
自
動

車
産
業
｜
変
わ
る
競
争
の
ル

ー
ル
｜
」

済
、
税
制
、
自
動
車
産
業
と

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　
初
回
は
、
湯
元
健
治
経
済

学
研
究
科
客
員
教
授
（
日
本

総
合
研
究
所
副
理
事
長
）
が

「
景
気
の
見
方
・
読
み
方
が

わ
か
る
日
本
経
済
論
」
と
題

し
て
講
演
し
た
。

　
５
年
目
を
迎
え
た
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
成
果
に
つ
い
て
、

企
業
業
績
の
向
上
、
賃
金
の

上
昇
、
外
国
人
観
光
客
の
増

加
な
ど
「
ミ
ク
ロ
分
野
で
は

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い

る
」
と
評
す
一
方
、「
マ
ク

ロ
分
野
で
は
低
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
で
、
道
半
ば
と
言
え

る
」
と
論
じ
た
。

　
引
き
続
き
、
日
本
、
米

国
、
欧
州
、
中
国
の
順
に
２

０
１
０
年
以
降
の
経
済
状
況

や
金
融
政
策
、
株
価
の
変

遷
、
課
題
を
詳
述
。
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
今
後
の
課
題
と
し

て
岩
盤
規
制
改
革
、
外
国
人

労
働
者
の
活
用
、
働
き
方
改

革
、
人
づ
く
り
改
革
の
四
つ

を
挙
げ
、
改
善
に
向
け
た
政

策
と
そ
の
効
果
を
解
説
し

た
。

　
司
会
の
櫻
井
宏
二
郎
経
済

学
部
教
授
は
「
話
題
は
多
岐

大学院公開講座 経済学アラカルト

湯元客員教授ら４教員

専門分野を解説

多
く
の
聴
講
者
が
来
場
し
た

11
月
10
日
の
講
座

初
回
の
講
師
を
務
め
た
湯
元
客
員
教
授

アイルランド教育国際会議で発表する間嶋教授

前
向
き
に
進
む
魅
力
的
な

人
々
の
姿
を
伝
え
た
い
。
映

画
を
多
く
の
人
に
共
有
し
て

も
ら
い
、
冤
罪
に
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
に
と
願
っ
て
い

る
」
と
話
し
た
。

　
44
年
の
闘
い
の
末
、
再
審

無
罪
と
な
っ
た
布
川
事
件

（
67
年
）
の
桜
井
さ
ん
は

「
い
ま
だ
に
冤
罪
で
苦
し
む

人
が
後
を
絶
た
な
い
。
冤
罪

は
絶
対
に
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。
獄
中
、
独

学
で
作
詞
・
作
曲
を
覚
え
た

桜
井
さ
ん
は
自
作
の
「
母
ち

ゃ
ん
」な
ど
を
歌
い
上
げ
た
。

　
会
場
は
冤
罪
撲
滅
支
援
者

ら
約
50
人
が
集
ま
り
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。
宇
佐
美
春
那

さ
ん
（
文
４
）
は
藤
森
研
ゼ

ミ
で
冤
罪
当
事
者
か
ら
話
を

聞
く
活
動
を
し
て
い
る
。

「
ゼ
ミ
活
動
で
冤
罪
を
な
く

す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

考
え
て
い
る
が
、
結
論
は
出

な
い
。
一
般
の
人
々
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
え
る
か
が
鍵

で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
。

今
村
法
律
研
究
室
が
公
開
講
演
会

冤
罪
撲
滅
を
訴
え
る


